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アクセサリー

●シャッターレバーストッパ－

●ボールベース取付け穴
ボールベース取付け穴には、「WFボールベースM5RL」を取り付けることができます。

●M16アクセサリーポート

図 1 図 2

不用意にシャッターレバーが押されないように、シャッターレバーストッパーが付属しています（図1)。

シャッターレバーとハウジング本体の間に差し込んで、シャッターレバーが押されないようにします（図2)。

ハウジングには、M16のアクセサリーポートを2箇所設けています。

アクセサリーポートには、オプションの「WF バキュームシステム WFA101」や「WF WED-5 PRO 5インチFHD水中モ

ニター」などを接続することができます。

＊「WF WED-5 PRO 5インチFHD水中モニター」を接続して使用できるのは、GoProを「メディアモッド」に装着して

装填する場合のみとなります。付属のラバーケースでは使用できません。また、DJIでは、使用できません。

＊「WF WED-5 PRO 5インチFHD水中モニター」を接続して使用する場合は、オプションのハウジング内のHDMI

ケーブル「WF WFA130 HDMIケーブル DD-Z1」が必要です。
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WF バキュームシステム WFA101（オプション）

●電源のON／OFF

WFH-GP1のM16アクセサリーポートにバキュームシステムを取り付けると、ハウジング内部を陰圧にしてその空気

圧をモニターすることにより、陸上でカメラをセットしたまま防水性を確認できます。

＊WF バキュームシステム WFA101には、WF M16アダプター WFA51-Fが付属しています。
＊バキュームシステムの取り付けは、お預かり作業となります。

1. 上部の青色キャップを反時計方向に回して外します（図1)。

2. 内部の黄色いボタンを押すと(図2)、電源がONになりディスプレイリングが赤く点滅します。

3. 電源がONの状態で、内部の黄色いボタンを押すと、電源がOFFになりディスプレイリングが消灯します。

WF バキュームシステム WFA101 ポンプ

スペアOリング×3 CR1632リチウム電池×1

キャップ

ディスプレイリング

図 1 図 2

ディスプレイリング

押す

WF M16アダプター WFA51-F
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●バキュームシステムの操作
1. 上部のキャップを反時計方向に回して外し、電源をONにします（図1)。

2. ポンプをバキュームシステムに押し込みます（図2）

3. ポンプのハンドルをゆっくりと繰り返し引いていくと、ハウジング内のエアが排気され(図3)、ディスプレイリング

の色が変化します。

4. ディスプレイリングが緑点滅になったら、ポンプの操作を停止します。

5. ポンプをバキュームシステムから取り外して、キャップをしっかりねじ込みます。（図4）

●赤点滅　 ●●赤と緑が交互に点滅 ●緑点滅

図 1 図 2 図 3 図 4

注意 ディスプレイリングが緑点滅になったら、それ以上はポンプを引かないでください。
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注意

●バッテリーの交換方法

●ダイビング後の開け方

CR1632リチウム電池
＋

－
キャップ

モジュール

使用するバッテリーは、「CR1632リチウム電池」です。バッテリーを交換する場合は、下記の順で行います。

1. キャップを、反時計方向に回して外します。

2. バキュームシステムのモジュールを引き抜きます。

3. モジュールの中の電池を引き抜き、新しい電池を電極を図のようにして差し込みます。

　＊電極の向きに注意してください。

4. モジュールを押し込み、キャップを時計方向にねじ込みます。

1. バキュームシステムのキャップを取り外し、黄色のボタンを指先で横に倒すと、ハウジング内にエアが入り陰圧

状態が開放されます。

2. ディスプレイリングが緑点滅から赤点滅に変化すると、ハウジング内は通常気圧となります。

3. バキュームシステムにキャップを取り付け、リアケースを開きます。

陰圧状態（真空状態）のまま、リアケースを開けようとするとロータリーバックルが破損する恐

れがあります。必ずハウジング内の気圧が陰圧状態（真空状態）になっていないことを確認し

てください。

注意 ハウジング内の気圧を完全に均衡させるために、エアを入れて赤色点滅後、5秒程度ボタンを

押し続けてください。

※モジュールのみ抜く
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ご使用前に

ダイビング前のチェック

浸水テスト

注意

1. カメラを装填する前に、空の状態のハウジングを実際に使用する深度まで沈めて浸水の有無を確認してくださ

い。

2. ハウジングの浸水事故は、おもに以下のケアレスミスが原因です。

●Oリングの付け忘れ。

●Oリングが溝に正しくはまっていない。

●Oリングにキズ、ひびがある。または変質、変形している。

●Oリングの溝もしくは接触面に、砂やゴミ、髪の毛などが付着している。

●Oリング接触面やOリングの溝に傷がある。

●カメラが正しい位置にセットされていない。

●ハウジングを閉じる際にストラップや除湿剤などを挟み込んでしまう。

※ハウジングに水漏れがある場合、上記の原因を取り除き再度テストを行なってください。

ダイビングでご使用になる前に、以下の最終チェックを必ず実施してください。

1. 水を張ったカメラ洗い桶に(なければ水面にて)、ハウジングを水平の状態でゆっくりと水に沈めます。

2. 最初は3秒間水に入れ、ハウジング本体から気泡が上がってこないか確認します。Oリングの付け忘れやストラッ

プなどの挟み込みがあれば、わずか3秒でも浸水します。

3. 同様に30秒/3分とチェックを行います。

4. ハウジング本体から継続的に気泡が上がる場合は使用を中止し、再度Oリングのチェックをしてください。

事前テストは実際に使用する深度での実施が最適です。ただ、その深度を確保するのが難し

く、より浅い深度での浸水テストとなっても、必ず実施してください。事前テストを実施したに

もかかわらず浸水が確認される場合は、製品の使用を中止し、お買い上げの販売店または弊

社カスタマーサービスまでご相談ください。

注意 ハウジングを持ったままボートや高所からエントリーするなど、ハウジングの一方向に強い水

圧がかからないよう注意してください。浸水のリスクが高まります。
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メンテナンス

Oリングのメンテナンス

1. 付属のOリングリムーバーを、Oリングと本体の溝の間に差し込みます。

2. Oリングリムーバーの先端でOリングを引っ掛け、溝からOリングを外します。

3. OリングとOリング溝に付着した砂、塩、古いグリスを除去します。Oリング溝は綿棒などを使うときれいに清掃で

きます。指の感触や目視によってキズやひび割れなどをチェックします。

4. もし、キズやひび割れなどがある場合は、Oリングを交換します。

5. 付属のシリコングリスを米粒大ほど指先に取り、3本の指で挟むようにOリング全体に均一に塗ります。その際、

力を入れてOリングを引っ張らないようにしてください。グリス自体には防水性はありませんが、グリスの量が少

ないとOリングが溝の中で部分的にねじれ、浸水の原因となります。

6. Oリングを溝にはめます。その際、Oリングがねじれたり、はみ出したりしないように注意してください。

7. ハウジングを閉じる際に、もう一度Oリング面とOリング接触面を目視および指でなぞって、ゴミや髪の毛などの

付着がないか確認します。

注意 ●Oリング面に小さな傷やひび割れなどがある場合、そのOリングは絶対に使用せず、すぐに

新しいOリングと交換してください。

●Oリング溝、またはOリングが当たる接触面にも砂や小さなゴミ、髪の毛などが付着してい

ないか必ず確認してください。また、傷やひびなどがないかしっかり確認してください。

●OリングやOリング溝、Oリング接触面のチェック、グリスアップは、ハウジング開閉時に毎回

実施してください。

●本製品のOリングのグリスアップは必ず付属のOリンググリスまたは「FIXマルチOリンググ

リス」を使用してください。それ以外のグリスを使用するとOリングが膨張し、防水性能を損

ないます。
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使用後のメンテナンス

202604

海で使用した後は以下の手順で塩分を洗い流してください。

1. 真水を溜めたカメラ専用の洗い桶や洗面器などにハウジングを浸けます。

2. 各レバーやボタンを真水の中で操作し、塩分を洗い流します。

3. できれば、10～20分間、洗い桶に浸しておきます。

4.真水から上げたら、弱い流水で洗ってください。強い水流を一定方向から当てると浸水の原因となりますので、

絶対におやめください。

5. 水洗い後は、乾いたやわらかい布等で水気をよくふき取ってください。

6. また、必ずご自宅に戻ってからのお手入れも実施してください。後のトラブルにつながるおそれがありますので、

現地での塩抜きのみでメンテナンスを終了させないでください。

7. 長期間使用しない時は、付属のシリコングリスをOリングに薄く塗ってから保管してください。Oリングは1年毎に

交換されることをおすすめします。また、ご使用頻度により2、3年に1度のオーバーホールをおすすめします。

注意 ●洗い桶に浸している時には、絶対にハウジングの開閉はしないでください。

●海で使用後に放置すると、細かいすき間に残った塩分が結晶となり、水に溶けなくなってし

まいます。結晶化した塩分はOリングを押し上げ、浸水の原因となります。

●使用後はハウジングの接合部などに水滴が残っています。ハウジングを開けた際にカメラ

本体に水滴が垂れないようご注意ください。また、髪の毛やウエットスーツからの水滴落下

にも気をつけください。

●炎天下での直射日光による乾燥や、ドライヤーなどによる乾燥は、故障や変形、破損の原因

となりますので絶対におやめください。

●ハウジングを直射日光の当たる場所に放置しないでください。また、真夏の車内など高温

になる場所への放置、保管はおやめください。内部温度が上昇して防水機能に支障をきた

すおそれがあります。

●シンナー、ベンジンなどの揮発性有機溶剤や化学洗浄剤でハウジングをクリーニングしな

いでください。


